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は高松塚古墳の壁画に止まらず正倉院御物さえも劣
化が間違いなく進行しているに違いないということ
であった。まさに驚愕した。そこで曽田氏の提案に
従って、文化財保全技術を開発して文化財の劣化の
過程の解明を目指そうということになった。産学連
携コンソーシアムが目指そうということになった。 
　しかし、ことはそう簡単ではないということも西
山教授の助言にあった。それは、このような活動は
文化財を所掌する文化庁との連携がないと絵にかい
たモチ同然で実効は期待できないとのことであった。 
 
２．「文化財保全技術」専門委員会発足に向けて 
　幸い日本学術振興会の総合研究連絡会議のメンバ
ーとして小野元之理事長とは良くお会いしている。
氏は前文科省事務次官で文化庁次長を歴任している。
そこで小野理事長にお会いして事情をお話しして文
化庁への側面援護をお願いした。平成18年１月30
日のことである。 
　小野理事長は“非常にうれしいお話を伺った。地
元の中堅中小企業の方々が文化財保全のために一肌
脱ぎたいという心意気に感じ入った”とその場で文
化庁加茂川次長（当時）に電話して下さった。案じ
るより産むがやすしで、文化庁に恐る恐る伺ったら
次長はじめ関係者（専門官）の方々が待っていて下
さった。これまでのいきさつをお話ししたところ、
まことに快く耳を傾けて下さり私どもが目指す活動
を理解していただいた。さらに必要であれば専門官
を派遣して協力を惜しまないとのお話であった。年
甲斐もなく感激した。 
　事はそれだけでは収まらなかった。日本学術振興
会からは次年度になるが是非研究開発専門委員会に
応募することを検討するようにとの担当理事からの
連絡を頂いた。さらに国際高等研究所長の金森順次
郎先生（元大阪大学総長）から“事態は急を要する

１．はじめに 
　あれはもう３年半前になる。私は大阪大学を退官
して、大坂工業大学情報科学部に在籍していた。西
川　一学長より産学協力研究促進の旗振り役をおお
せつかって、リエゾンセンター長として、地元東大
阪地域の中堅中小企業10数社と私学６校からなる
産学連携コンソーシアムの定例協議会（「環境・分
析連携センターズ」の設置に向けて）を主宰し、月
１回の割合で会合を開いていた。幸い文科省産学連
携課から広域コーディネーターの枠をつけてもらい、
後藤誠一大阪大学名誉教授がそのコーディネーター
として定例協議会の運営にあたって下さっていた。
毎回、産学連携の在り方や具体的なプロジェクトの
提案を中心に熱のこもった議論が交わされていた。 
　確かその第７回定例会合の時であったと記憶して
いる。企業側の取りまとめ役をつとめてくださって
いた曽田勇作委員（ソダ工業社長）より発言があった。
“高松塚の古墳の壁画を何とか守れないものですか？
我々地元の人間としては切歯扼腕の思いでおるんで
すが” 
　そこで急遽、文化財保存の専門家である西山要一
（奈良大・文化財保存学科）教授をお招きして講演
していただくことになった。平成17年 11月 30日、
講演題目は「校倉造りにみる日本の知恵―観測デー
タの解析から」であった。そこで聴いたのは、問題 



生産と技術　第60巻　第３号（2008） 

－13－ 

ある。さらに幹事として委員会の運営にあたってい
るのは木内正人博士（産総研関西センター連携研究
体長）と小泉圭吾大阪大学工学研究科助教で、いず
れも本学工学研究科の出身者であることも付け加え
ておきたい。 
　ただ、惜しみても余りあるのは広域コーディネー
ターとして、この研究活動を引っ張ってくださって
いた後藤誠一大阪大学名誉教授が平成19年２月18
日急逝されたことである。氏は上記大久保博士の指
導教授であり、私にとっても本学応用物理学科第三
講座（篠田研究室）で机を並べて勉強した仲で、以
来45年にわたる長いおつきあいであった。唯々、
痛恨の極みである。この小文が氏の追悼になれば望
外の幸せである。 
 
３．おわりに 
　拙い文章を連ねたのは何よりも、このプロジェク
トを立ち上げそしてその推進に尽力している地元・
中堅中小企業の方々の、文化財を自分たちの手で守
りたいという心意気を知っていただきたいからに他
ならない。懐徳堂を例えに出すまでもなく、この大
阪の地には、学問を自分たちの手で育てていったと
いう町人文化の輝かしい歴史がある。この気風は今
もなお健在であることを知っていただければ喜びこ
れに過ぎるものはない。 
　省みると本プロジェクトの立ち上げにあたっては、
地元の産学の関係者はもとより官にあたる文化庁、
ならびに東京文化財研究所の関係各位より御指導と
御助言をいただいた。なによりも金森順次郎国際高
等研究所長並びに小野元之日本学術振興会理事長の
御支援なしには現在の委員会活動は実現しなかった
であろう。ここに記して深甚の謝意を表したい。 
 
 

ので一年間もベンベンとして活動を遅延することは
許されない。国際高等研究所の特別研究プロジェク
トとして支援するからただちに準備に着手するよう
に”との有難いご提案を頂いた。こうして発足した
のが国際高等研究所特別研究プロジェクト「文化財
保全技術」である。平成18年４月のことである。
発足にあたっての委員会設立提案書と委員のリスト
を挙げておく。 
　この専門委員会は、３つの分科会より構成されて
おり、それぞれ次の課題に取り組んでいる。 
　第一分科会 
　　・神社、寺院の環境保全状況の実地調査 
　　・人工環境化における文化財劣化モニター用小
　　　型環境センサーの開発と実地検査 
　第二分科会 
　　・敦煌莫高窟の文化財保全のための日中協力事
　　　業の促進 
　　・文化財保全に関する国際協力研究についての
　　　調査 
第三分科会 
　　・土壌由来のカビの臭い検出用 ion mobility  
　　　spetrometer の試作と実地検証 
 さて、この特別研究プロジェクト発足一年後の平
成19年度４月より日本学術振興会の「文化財保全
技術」に関する先導的研究開発委員会が新たに発足
し、国際高等研究所と日本学術振興会の双方からの
支援のもとに研究活動を展開している。ちなみに、
第二分科会主査は本学の谷本親伯教授（現大阪大学
サンフランシスコ教育研究センター長）である。 
　また、第三分科会の主題となっている ion mobility 
analyzer の設計・試作にあたっているのは本学工学
研究科出身の大久保衛博士（ソダ工業主任技師）で 
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